
令和３年 第３回五ヶ瀬町議会定例会 一般質問 

 

期日 ：令和３年９月７日（火）午前 10時 ～ 

場所 ： 議 会 議 事 堂 

 

 

通告 

番号 
議員名 ・質問事項（執行部答弁書 要/不要） 

1 秋本 良一 
・五ヶ瀬町の将来像、九州圏域災害後方支援基地としての計画につ

いて（不要） 

２ 佐藤 成志 ・第６次五ヶ瀬町総合計画の進め方について（要） 

3 綾 健一 
・林道岩神大石線の側溝の整備について（要） 

・岩神から入るうのこの滝進入路の町道編入について（要） 

４ 小笠原 将太郎 

・高齢者に対する移動手段の確保について（要） 

・若者の定住につながる住宅整備ついて（要） 

・公園の整備について（要） 

５ 甲斐 義則 
・防災貯水ダム建設について（要） 

・内水面漁協振興への取り組みについて（要） 

 



一 般 質 問 

 

順 質問者 質問事項 質問の要旨 質問相手 

１ 秋本 良一 

（議席番号：8） 

五ヶ瀬町の将来像、九

州圏域災害後方支援

基地としての計画に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五ヶ瀬町は、九州のほぼ中央に位置

する。九州中央自動車道の事業化も決

定され、既に区間開通や関係者説明、

調査も始まり、五ヶ瀬町も高速自動車

道の話題が浮上し、１年でも早い開通

が望まれる。 

その来るべき時期を見据えて様々な

角度から見た持続可能な町づくりが重

要である。 

昨今、台風あるいは線状降水帯によ

る豪雨災害や 100～150年間隔で発

生すると言われている太平洋南海トラ

フ巨大地震発生の切迫が高まっている

と聞く。 

五ヶ瀬町の立地条件は、九州圏域東

西南北、所要時間は概ね２時間以内で

目的地に到着できる位置と考える。 

あってはならないが、有事の際の食

料や生活用品の備蓄、また被災者受け

入れ基地として調査計画を実施し町か

ら県、国へ要望して、九州圏域災害後

方支援基地として五ヶ瀬町から各方面

へ支援できる施策はないか伺いたい。 

町長 

 

 

   

 

 

 

 



一 般 質 問 

 

順 質問者 質問事項 質問の要旨 質問相手 

２ 佐藤 成志 

（議席番号：6） 

第６次五ヶ瀬町総合

計画の進め方につい

て 

この度第６次五ヶ瀬町総合計画が示

され、４月よりスタートした。第５次五

ヶ瀬町総合計画施策進捗評価を踏まえ

ての計画がなされたものと思う。 

 「本町が目指すまちづくりの方向性を

示した計画」とあるが、第５次五ヶ瀬町

総合計画ではほとんどが６０％～８

０％の進捗である。 

そのことを踏まえ、基本目標のうち、

「安心で快適な暮らしを維持する」及び

「魅力、活力を生み出す」について、今

後どの様に進めて行くのか伺う。 

 

町長 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



順 質問者 質問事項 質問の要旨 質問相手 

３ 綾 健一 

（議席番号：7） 

林道岩神大石線の側

溝の整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩神から入るうのこ

の滝進入路の町道編

入について 

 林道岩神大石線は現在工事中で、まだ

全面開通に至っていないが、一部が開放

されており、山林の伐採搬出が行われて

いるところである。 

この林道について、地域住民から「側

溝が至る所で詰まり、水が道路を横断し

て法面に落ちているが崩壊の危険性が

ある。」との声があり、現状を確認した

結果、側溝には至る所で土砂や木の葉が

詰まり、水はけが悪く、水が道路を横断

して流れるところもあった。また、舗装

はめくれて砂利で補修されている箇所

も目立った。まずは側溝の土砂や木の葉

を撤去することが急務であると考える

が、どのような対応を行うのか伺いた

い。 

 

うのこの滝進入路について、地元住民

から「道幅が狭く側溝に脱輪した車に何

度も遭遇し、車を上げるのを手伝った。

側溝に蓋をつけてほしい。」との要望が

あった。はじめは作業用道路として作ら

れたものだが、今ではうのこの滝の観光

道路としても使用され、訪れる人も増え

たため、整備の必要がある。現状は作業

道であるが、うのこの滝を町の観光資源

として PR している以上は町道にして

整備を行うことが必要と思うが、考えを

伺いたい。 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

町長 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



順 質問者 質問事項 質問の要旨 質問相手 

４ 小笠原 将太郎 

（議席番号：2） 

高齢者に対する移

動手段の確保につ

いて 

 

 

若者の定住につな

がる住宅整備つい

て 

 

 

 

 

 

 

公園の整備につい

て 

 

 

 

交通弱者である高齢者に対する移動手

段の確保に対する町の考えを伺いたい。 

（生活必需品の購入や病院への移動手

段） 

  

住宅の整備の現状の説明をしてほし

い。 

空き家対策を進めるより、より現実的

な宅地の造成をなぜ行わないのか。 

また、少子高齢化は間違いなく進んで

いるが、若者が定住できる住宅が少ない

と考える。住宅整備について今後の対応

を伺いたい。 

 

 五ヶ瀬町内に子どもやその親・家族が

憩える公園が少ないのか、理由を伺いた

い。 

 

  

 

町長 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



順 質問者 質問事項 質問の要旨 質問相手 

５ 甲斐 義則 

（議席番号：１） 

防災貯水ダム建設に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内水面漁業振興への

取組について 

 昨年の人吉市及び球磨村では、48時

間で 418 ミリから 497 ミリの降雨が

あり、24時間雨量では 50年確率降水

量を超過した。 

 五ヶ瀬町のハザードマップでは、五ヶ

瀬の中心地である赤谷が 30 年確率降

水量 12時間雨量で 250ミリで水害が

発生するとなっている。まさに、昨年の

人吉、球磨地方の水害に匹敵する雨量で

ある。近隣県で身近に水害が数多く発生

しており、五ヶ瀬町においても起こる可

能性は否定できないと思われる。 

赤谷住民の命、家屋を守るためにも上

流位置に防災貯水ダムの建設が必要で

はないかと思うが、考えを伺いたい。 

 

 水産庁の「内水面漁業の振興に関する

基本方針」によれば、内水面は、漁業生

産の場であるだけでなく、釣り等の遊漁

をはじめとするレクレーションを通じ

て国民が憩い、自然と触れ合うための貴

重な空間と位置付けられている。 

 町内には五ヶ瀬川、三ヶ所川と大きな

河川が２つあり、その価値ある河川を活

かすべきだと思うが、内水面漁業振興に

ついて町としての取組はあるか伺いた

い。 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

   

 

 

 

 


